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６２
年
前
に
狭
山

事
件
が
起
こ
り
ま

し
た
。
石
川
一
雄
さ

ん
は
、
獄
中
か
ら
無

実
を
叫
び
、
仮
出
獄

後
も
、
何
度
も
再
審
開
始
の
要
求

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
に

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

お
連
れ
合
い
の
石
川
早
智
子

さ
ん
が
ず
っ
と
無
罪
を
主
張
し
、

亡
く
な
っ
た
後
も
、
第
４
次
再
審

を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

連
合
も
署
名
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
退
職
者
連
合
も
署
名
活
動

を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

私
も
石
川
早
智
子
さ
ん
の
活

動
を
こ
の
間
支
え
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
第
４
次
再
審
の
実
施
を

求
め
て
、
無
実
を
晴
ら
し
た
い
と

い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
て
、

今
回
、
参
加
を
呼
び
か
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
日
は
、
石
川
早
智
子
さ
ん
か

ら
、
取
り
組
み
へ
の
お
礼
と
協
力

の
お
願
い
を
訴
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

続
い
て
、
石
川
早
智
子
さ
ん
か

ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
再
審
実

現
へ
の
強
い
思
い
を
こ
め
た
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
＊
別
掲 

  

   

初
め
に
、
役
員
推
せ
ん
委
員
会

か
ら
の
役
員
交
代
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
て
、
宇
田
川
事
務
局

長
よ
り
、
承
認
事
項
・
活
動
報
告

な
ら
び
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の

報
告
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。 

続
い
て
、
協
議
事
項
を
提
起
し
、

質
疑
・
応
答
を
踏
ま
え
て
全
体
で

確
認
し
、
第
２
回
幹
事
会
を
終
了

し
ま
し
た
。 

◇
承
認
事
項 

役
員
交
代 

〇
副
会
長 

 

 
退
任 

則
松 

佳
子
さ
ん 

 
新
任 

冨
田 

珠
代
さ
ん 

〇
副
事
務
局
長 

 

新
任 

 

髙
橋 

洋
子
さ
ん 

 
 

〇
幹
事 

《
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
》 

 

旧
幹
事 

川
端 

邦
彦
さ
ん 

 

新
幹
事 

中
西 

満
さ
ん 

《
情
報
労
連
NTT
労
組
退
職
者
の
会
》 

旧
幹
事 

髙
橋 

洋
子
さ
ん 

新
幹
事 

川
崎 

真
弓
さ
ん 

新
幹
事 

相
馬 

真
琴
さ
ん 

《
全
印
刷
退
職
者
の
会
》 

旧
幹
事 

荒
川 

洋
さ
ん 

新
幹
事 

斉
藤 

芳
広
さ
ん 

《
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
》 

旧
幹
事 

遠
藤 

幸
男
さ
ん 

新
幹
事 

高
木 

時
夫
さ
ん 

《
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
》 

 

旧
幹
事 

山
田 

太
郎
さ
ん 

 

新
幹
事 

斉
藤 

重
範
さ
ん 

 

◇
報
告
事
項 

〇
役
員
推
せ
ん
委
員
会
報
告 

〇
事
務
局
任
務
分
担 

〇
各
種
専
門
委
員
会
報
告 

〇
２
０
２
５
年
度
政
策
・
制
度
要

求
「
要
求
と
回
答
」 

〇
2025
全
国
高
齢
者
集
会
と
2026
全

国
高
齢
者
集
会
に
つ
い
て 

〇
関
係
団
体
・
組
織
の
諸
会
議
・ 

 

行
動
に
つ
い
て 

〇
ふ
れ
あ
い
情
報
の
発
行 

〇
産
別
・
関
連
団
体
、
地
方
ブ
ロ 

第
２
回
幹
事
会
を
開
催 

11
月
19
日
（
水
）、「
第
２
回
幹
事
会
」
を
開
催
し
て
、
役
員
の
交
代
・
各
種
取

り
組
み
報
告
お
よ
び
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
連
合
本
部
か
ら
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
全
体

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

終
了
後
、「

全
国
高
齢
者
集
会
第
３
回
実
行
委
員
会
」
を
開
催
し
、
総
括
と

来
年
の
「

全
国
高
齢
者
集
会
」
の
開
催
日
程
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

日
本
退
職
者
連
合 

野
田
会
長
あ
い
さ
つ 
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ッ
ク
の
総
会
、
学
習
会
派
遣 

〇
ブ
ロ
ッ
ク
・
連
合
の
報
告 

 
◇
協
議
事
項 

〇
ロ
シ
ア
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
侵
攻
の
即
時
停
止
を
求
め

る
要
請
に
つ
い
て 

〇
2025
年
全
国
事
務
局
長
会
議
に 

 

つ
い
て 

〇
2025
年
政
策
・
制
度
要
求
実
現

2.13
院
内
集
会
に
つ
い 

〇
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
第

14
回
学
習
会
に
つ
い
て 

〇
狭
山
事
件
第
４
次
再
審
請
求

を
求
め
る
署
名
の
取
り
組
み

に
つ
い
て 

〇
「
２
０
２
５
年
度
組
織
実
態
調

査
」
の
実
施
に
つ
い
て 

              

     

10
月
３
日
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
集
会
を
開
催
し
約
100
名
が
参

加
。 

 

10
月
９
日
に
定
期
総
会
を
開

催
。
衆
院
選
12
選
挙
区
で
の
推

薦
候
補
予
定
者
へ
推
薦
状
を
手

交
。
高
校
生
平
和
大
使
か
ら
の
報

告
等
。 

   

各
県
の
特
徴
的
な
取
組
や
定

期
総
会
開
催
の
報
告
。
青
森
県
連

で
初
の
女
性
副
会
長
を
選
出
。 

               

福
島
県
で
は
会
津
地
域
退
連
結

成
で
、
県
内
全
て
６
地
域
退
連
体

制
確
立
。 

   

各
県
都
の
活
動
を
報
告
。
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
担
当
を
務
め
る
東
京

高
退
連
で
は
会
長
が
交
代
。
退
任

に
あ
た
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
県
退
連

総
会
で
挨
拶
。 

    

東
海
５
県
で
の
政
策
制
度
要

求
の
共
通
課
題
①
医
療
提
供
体

制
及
び
在
宅
医
療
基
盤
の
整
備

と
充
実
。
②
介
護
労
働
者
の
職
務 

              

改
善
及
び
認
知
症
基
本
法
の
着

実
な
推
進
③
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
居
住
の
場
、
地
域
社

会
の
創
造
、
の
同
一
要
請
を
作
成
、

各
県
で
協
議
後
提
出
予
定
。 

   

12
月
７
日
に
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
を
開
催
、
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
を

福
井
県
に
変
更
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
で
は
、
組
織
拡
大
や
財
政
の

厳
さ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。 

   
 

10
月
28
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

を
開
催
。
総
会
前
段
で
「
高
齢
者

の
免
許
更
新
と
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
」
の
講
演
を
行
っ
た
。 

10
月
16
日
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
イ
キ

ン
グ
を
大
阪
城
で
開
催
。 

   

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
学
習
会
や

社
会
貢
献
活
動
を
各
県
が
取
り

組
ん
で
い
る
。
政
策
要
求
は
今
後

要
請
行
動
に
取
り
組
む
。 

  

    

９
月
29
日
に
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
定
期
総
会
を
高
知
で
開
催
。 

各
退
連
の
活
動
等
を
報
告
。 

    
 

10
月
28
日
に
、
会
長
・
事
務
局

長
参
加
の
拡
大
幹
事
会
を
開
催
。 

25
年
度
の
政
策
制
度
要
求
の

取
り
組
み
報
告
や
組
織
拡
大
の

問
題
を
意
見
交
換
。
沖
縄
か
ら
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
問
題
を
特
別

報
告
。 

   

①
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
方

針
は
、
５
％
以
上
と
そ
の
実
現
に

こ
だ
わ
る
。 

②
労
働
時
間
法
制
、
労
働
時
間
の

規
制
緩
和
に
つ
い
て
、
過
労
死
が

増
え
続
け
て
い
る
状
況
中
、
命
と

健
康
よ
り
大
切
な
も
の
は
な
い

と
い
う
認
識
で
こ
の
改
悪
に
反

対
の
取
組
を
強
化
す
る
。 

   
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク 

連
合
本
部 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告 

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク 

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

  

石
川
一
雄
は
、
狭
山
事
件
の
犯
人
と
さ
れ
、
60
年以
上
無
実

を
訴
え
続
け
、 

再
審
査
請
求
を
求
め
て
戦
い
続
け
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
に
86
歳
で
見
え
な
い

手
錠
が
か
か
っ
た
ま
ま
無
念
の
う
ち
に
旅
立
ち
ま
し
た
。 

私
は
、
夫
の
意
思
を
引
継
ぎ
何
と
し
て
も
無
罪
判
決
を
勝
ち
取
り
た
い
と
第

４
次
再
審
を
申
し
立
て
て
い
ま
す
。 

第
４
次
再
審
実
施
に
向
け
て
、
署
名
運
動
を
４
月
か
ら
取
り
組
み
始
め
て
短
期
間
で
21
万
を
超
え
る
署
名
を

い
た
だ
き
、
10
月
10
日
東
京
高
裁
に
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
へ
の
お
礼
を
申
し
上
げ
つ
つ
も
、
こ
の
第
４
次
再
審
へ
の
皆
様
方
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

石
川
早
智
子
さ
ん
か
ら
の
お
礼
と
活
動
状
況
報
告 

石川早智子さん 
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副会長 

冨田珠代さん 

連合副事務局長 

副事務局長 

髙橋洋子さん 

NTT退職者会 

常任幹事 

中西満さん 

自治退 

幹 事 

川崎眞弓さん 

NTT退職者会 

幹 事 

相馬真琴さん 

NTT退職者会 

幹 事 

斉藤芳広さん 

全印刷退職者会 

幹 事 

高木時夫さん 

関東ブロック 

（東京高退連） 

幹 事 

斉藤重範さん 

北陸ブロック 

（福井退連） 

   
第
２
回
幹
事
会
で
新
役
員
に
承
認 

さ
れ
た
役
員
の
皆
様
を
ご
紹
介
し 

ま
す
。 

         

 

               

日
本
退
職
者
連
合
は
、
１１
月

４
日
（
火
）
１７
時
４５
分
か
ら
開

催
さ
れ
た
、
立
憲
民
主
党
会
派
厚

生
労
働
部
門
会
議
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
対
応
し
、「
２
０
２
６
年
度

税
制
改
正
・
政
策
・
予
算
要
望
」

に
つ
い
て
説
明
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

冒
頭
、
早
稲
田
ゆ
き
厚
生
労
働

委
員
会
理
事
（
衆
議
院
議
員
）
よ

り
開
会
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
野

田
会
長
よ
り
「
高
市
政
権
に
な
り
、

防
衛
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
増
額
・
安

全
保
障
政
策
の
関
係
も
あ
る
が
、

今
日
は
予
算
・
国
会
対
応
関
係
に

つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
後
、

岩
崎
副
事
務

局
長
よ
り
要

請
項
目
（
下

記
参
照
）
の

中
か
ら
、 

１
．
税
制
改
正
要
望
①
個
人
所
得 

 

税
の
所
得
再
分
配
機
能
の
強
化
。

２
．
政
策
・
予
算
要
望
①
教
育
予

算
の
拡
充
、
②
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
の
拡
充
、
③
医
薬
品
の
安

定
的
な
供
給
体
制
の
早
急
確
立

等
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
４
名
の
出
席
議
員
か

ら
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

え
、
意
見
交
換
を
行
い
、
要
請
内

容
へ
の
共
有
と
理
解
を
図
り
ま

し
た
。 

 

最
後
に
、
野
田
会
長
よ
り
、「
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
防
衛
費
の
問
題
は
負
担

増
に
な
っ
て
く
る
の
で
対
応
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
防

衛
費
増
額
へ
の
危
惧
を
訴
え
、
終

了
し
ま
し
た
。 

  

ヒ
ア
リ
ン
グ
で 

要
請
し
た
内
容 

 

税
制
改
正
要
望 

１
．個
人
所
得
税 

２
．法
人
税 

３
．消
費
税 

４
．国
際
連
帯
税 

５
．地
方
税 

政
策
・
予
算
要
望 

１
．予
算
編
成
の
健
全
化 

（１）
適
正
な
予
算
編
成 

（２）
防
衛
予
算
の
適
正
化 

２
．子
ど
も
子
育
て
支
援 

３
．年
金
保
険
制
度 

４
．地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立 

５
．医
療
制
度 

（１）
提
供
体
制
の
整
備 

（２）
在
宅
医
療
基
盤
の
整
備
・拡
充 

（３）
高
齢
医
療
制
度
に
お
け
る
自
己
負
担

の
在
り
方
の
再
検
討 

６
．介
護
保
険
制
度 

（１）
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善 

（２）
応
能
負
担 

７
．貧
困
・低
所
得
者
対
策 

（１）
物
価
高
騰
対
策 

（２）
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題 

８
．地
域
公
共
交
通
を
軸
と
す
る
移
動 

確
保
の
充
実 

９
．社
会
保
障
と
し
て
の
住
宅 

⒑ 

食
の
安
心
・安
全
・安
定 

⒒ 

デ
ジ
タ
ル
化
政
策 

２
０
２
６
年
度
税
制
改
正
・
政
策
・
予
算
関
係
に
つ
い
て 

立
憲
厚
生
労
働
部
門
会
議
ヒ
ア
リ
ン
グ
で 

日
本
退
職
者
連
合
は
、
第

回定
期
総
会

で
決
定
し
た
「２
０
２
５
年
度
政
策
・制
度
要
求
」の

実
現
に
向
け
て
、
立
憲
民
主
会
派
厚
生
労
働
部
門
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
趣
旨
説
明
を
実
施
。 

意
見
反
映
を
行
う 

新
役
員
紹
介 

 

立憲民主会派のヒアリングで要求趣旨の説明（衆議院第2会館地下会議室） 
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外務省に侵攻の即時中止を要請 

 

                           

要
請
行
動
に
は
、
立
憲
民
主
党

の
太
栄
志
衆
院
議
員
、
松
田
イ
サ

オ
衆
院
議
員
、
鈴
木
よ
う
す
け
衆

院
議
員
も
帯
同
し
助
言
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
野
田
会
長
よ
り
「
当
該

紛
争
に
つ
い
て
、
一
日
で
も
早
く

収
束
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

退
職
者
連
合
会
員
70
万
人
の
思

い
を
要
請
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と

挨
拶
し
、
要
請
書
を
手
交
し
ま
し

た
。 外

務
省
か
ら
は
、
三
宅
大
臣
官

房
審
議
官
、
石
川
欧
州
局
審
議
官

が
対
応
し
て
い
た
だ
き
「
要
請
内

容
に
つ
い
て
は
70
万
会
員
の
思

い
と
し
て
重
く
受
け
止
め
省
内

で
も
共
有
し
て
い
く
。
要
請
内
容

に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
の
立
場

と
し
て
紛
争
収
束
に
向
け
て
対

応
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き

国
際
人
道
保
護
、
国
際
法
の
遵
守

な
ど
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た

い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、 

野
田
会
長
よ
り
「
日
本
政
府
の
動

き
が
市
民
に
は
見
え
に
く
い
。
こ

れ
か
ら
も
対
応
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」
と
再
度
発
言
を
し

て
、
要
請
行
動
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

要
請
行
動
の
調
整
お
よ
び
帯

同
を
し
て
い
た
だ
い
た
立
憲
民

主
党
の
議
員
・
事
務
局
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

〇
要
請
内
容 

一
．
日
本
政
府
と
し
て
、
ロ
シ
ア

政
府
お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府

に
対
し
、
侵
攻
の
中
止
を
強
く

申
し
入
れ
る
こ
と
。 

二
．
日
本
政
府
と
し
て
、
国
連
の

場
に
お
い
て
和
平
会
議
の
開
催

を
主
導
す
る
こ
と
。 

三
．
日
本
政
府
と
し
て
、
直
ち
に

パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る

こ
と
。 

  

  

日
本
退
職
者
連
合
は
、
12
月
１
日
（月
）
14
時
よ
り
外
務
省
に
対

し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

ガ
ザ
侵
攻
の
即
時
中
止
に
向
け
た
行
動
を
求
め
て
、
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。 

 

～ ３項目にわたる要請書を手交 ～ 

上のQRコードは、「核兵器廃

絶 1000万署名」連合特設サ

イトに移行するQRコードで

す 

野田会長より三宅大臣官房審議官に要請書手交（中央）。石川欧州局審議官（右から４番目）。 

太衆院議員（左から４番目）松田衆院議員（右から３番目）。鈴木衆院議員（右から２番目）。他事務局 

 

外務省の審議官と意見を交わす野田会長 


